
【お問合せ】fax. 050-3309-6365 / ✉ kyoto100nen@gmail.com

このシンポジウムは平和堂財団環境保全活動助成事業「夏原グラント」の助成を受けて実施しています

― 生活の中から、日本の森林・林業を考えるシンポジウム ―
くらし

ライフ・アンド・フォレスト
第7回

主催：NPO法人才の木/NPO法人京都･森と住まい百年の会

長い年月をかけて自然と向き合いながら森を育て活かす林業では、専門技術や広い視野を持った人材の育成が求め
られます。現在、林業人材の育成は、高等学校や専修学校（大学校）、大学、研修所などで展開されており、生徒や地
域の特性に合わせた独自のカリキュラムを提供しています。
今回は３つの機関で教育活動をしている先生達をお招きし、どのような教育が行われているのか、卒業生のキャリアに
はどのような職業があるのか、また課題や展望などについて本音で議論します。人材育成の観点から今後の日本の林
業について語り合いましょう。

●コーディネーター

高部 圭司 京都大学大学院農学研究科教授/NPO法人才の木 理事

田村 典江 総合地球環境学研究所上級研究員

http://www.kyoto100.comhttp://www.sainoki.org

2018年1月7日（日）

13:30-17:00

参加無料・申込不要

13:00 開場
13:30 開会
13:40 第一部：講演（杉本氏, 佐藤氏, 小山氏）

16:10 第二部：パネルディスカッション

キャンパスプラザ京都
4階第３講義室
[京都市下京区西洞院通塩小路下ル・京都駅前]

九州大学農学研究院

教授 佐藤 宣子
岐阜県立森林文化アカデミー

助教 杉本 和也
鳥取県庁／Gut Holz

小山 敢


